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Abstract

　 　 Alkali　 feldspar(Or66Ab33Ano,6)in　 granite　 pegmatite　 from　 Hanazono,　 K6sei　 Town,　 Shiga

prefecture,　 Japan,　 consists　 of　 two　 parts　 macroscopically(with　 the　 naked　 eye);one　 is　 non・

colored　 and　 transparent,　 and　 another　 is　 pinkish　 and　 opaque .　 The　 latter　 part　 ranging　 from

several　 milimeters　 to　 about　 one　 centimeter　 is　 scattered　 in　 the　 dominant　 former　 part .　 The

two　 parts　 are　 microscopically　 mixed　 up　 irregularly　 in　 a　micron-order,　 too.　 The　 transparent

part　 i§clear,　 and　 cryptoperthitic　 of　 braid・type　 or　 lamellar　 type,　 or　 featureless　 without　 micro・

textute,　 and　 the　 pinkish　 part　 is　turbid　 and　 microperthitic　 of　 vein-type　 under　 an　 optical　 micro・

scope.　 Both　 the　 microperthite　 and　 braid-cryptoperthite　 were　 examined　 with　 EPMA
,　and

the　 size,　 form　 and　 orientation　 of　 lamellae　 or　 vein,　 distribution　 of　 micropores　 in　 both　 the

clear　 and　 turbid　 parts,　 and　 compositional　 variation　 patterns　 in　 microperthitc　 Ab・rich　 veins

were　 clrified.　 The　 textural　 features　 of　 the　 alkali　 feldspar　 are　 principally　 similar　 to　 those

of　 the　 Klokken　 syenite　 feldspars.　 The　 Klokken　 model　 of　 feldspar　 cooling ,　which　 advocates

deuteric　 coarsening　 of　 cryptoperthite　 to　 microperthite　 with　 micropore　 formation　 at　 the　 hydro-

thermal　 stage　 in　 plutonic　 rocks,　 may　 be　 appllicable　 to　 the　 Hanazono　 alkali　 feldspar
,'in

spite　 of　 the'difference　 of　 their　 bulk　 compositions .　 Irregular　 and　 complicated　 Ca　 distribu-

tion　 patterns　 in　 the　 Hanazono　 Ab・rich　 veins,　 however,　 throw　 new　 insight　 to　 the　 Klokken　 cool・

五ng　 model.

は　 じ　め　に

　 滋賀県 甲西町花園の ペグマタイ ト中 に産す る

ムー ンス トー ンにつ いて は、か ってTatekawa

and　 Kanazaki　 (1969),　 Tatekawa　 et　 al.

(1972)がX'線 解析と加熱実験を行い、電子顕

微鏡オーダーのクリプ トパーサイ ト組織の特徴

を推定 した。 また、立川(1979,1985)は 、電

子顕微鏡観察により、直接クリプトパーサイ ト

組織を観察 した。

　現在、アルカリ長石の微細組織成因論の問題

'1997年 度 日本鉱物学会 ・日本岩石鉱物鉱床学会合同講演会(仙 台)で 一部講演
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Fig.1　 Granitic　 masses　 around　 Lake　 Biwa.

では、 閃長岩 中の アルカ リ長石 が注 目され解 析

が深 あ られて いる　 (Parsons,1978;Parsons

and　 Brown,1984;Smith　 and　 Brown,1988;

Brown　 and　 Parsons,1994)。 そ の結果、 サ ブ

ソ リダスでの冷 却史 に関 して、水 の役割 を認識

す る新 しいモデルが提起 され展開 されっっあ る。

閃長岩 中のアル カ リ長石 は、一般 に、顕 微鏡 的

にclear(ク リ アー)な 部分 とturbidな(濁 っ

た)部 分 とか らな ってお り、水 の触媒 作 用 に

よって前者が後者に変化するものとされている。

顕微鏡的にク リアーな部分 はクリプ トパーサイ

トの部分であ り、濁った部分はマイクロパーサ

イ トの部分である。閃長岩中のアルカ リ長石は、

顕微鏡的にク リアーな部分(ク リプ トパーサイ

トの部分であるので、顕微鏡下では微細組織の

ない均質な部分に見える)と 、マイクロパーサ

イ トを構成 しているOr成 分 に富む相(以 下、

Or相)とAb成 分 に富 む相(以 下、　Ab相)
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Fig.2　 Lithological　 map　 in　 the　 Yasu　 granitic　 mass　 and　 the　 location　 of　the　 Hanazono　 pegmatite.

の合計3相 か らなっている。

　閃長岩モデルを花 こう岩中のアルカリ長石に

適用 した研究例が、最近報告されている(Lee

et　al.,1995)が 、一般に日本の花 こう岩中のア

ルカ リ長石は全体がマイクロパーサイ トであり、

顕微鏡的にはほとんどOr相 とAb相 の2相 か

らなってい るように見える。ただ し、X線 マ

イク ロアナ ライザー(以 下、EPMA)の 線分

析ではかな りの組成勾配がOr相 に認め られて

おり、マイクロパーサイ トができる前段階の部

分が存在 している可能性が指摘されている(濡

木、1978)。 また、最近では、Or相 とAb相 を

詳細に分析す ると、双方に不規則な組成変化が

あり、熱水段階の事件を記録 しているものとし

て注 目され始めている(中 野,1975;Nakano,

1997;Lee　 et　al.,1997)。 しか し、 日本産花 こ

う岩中のアルカ リ長石で、組織的な特徴が閃長

岩中のものに類似のものは報告されていない。

　滋賀県甲西町花園ペグマタイ ト中アルカリ長

石は、肉眼的に、無色透明な部分と桃色不透明

な部分からなっており、きわあて閃長岩アルカ

リ長石的な様相を呈 している。ちなみに、この

よ うな特徴 を もつ チ リ ・パ タゴニア閃長岩 アル

カ リ長石 は、肉眼的 に、内側の無色透 明な部分

(全 体 と してやや黒 っぽ く見 え る)と 外側 の桃

色不透明 な部分か ら成 って いる(Nakano　 and

Sugaki,　 in　preparation)。 な お、 花園 アル カ

リ長石の無色透明 な部分 は、特定 方向で青 白い

閃光を発す るいわゆ るムー ンス トー ンであ り、

Tatekawa　 and　 Kanezaki(1969)が 記 載 した

もの に相当す る。

　本報文で は、以上の観 点か ら、 花園ペ グマ タ

イ ト中 アル カ リ長石の うち これまで記 載 されて

いない桃色不透明 な部分 の特 徴を、無 色透 明 な

部分 との関係 に着 目 して報告 す る。

花園ペグマタイ ト

　滋賀県の琵琶湖周辺には、い くつかの花こう

岩体が分布 している(Fig.1)。 そのうち、 南

部の岩体は湖東流紋岩類を取 り巻 くように分布

し、白亜紀末の巨大環状岩体と考え られている。

野洲花こう岩体は、この環状岩体の配列ゾー ン

より内側、"湖 東コール ドロゾ の中心部に近



28 中 野 聰 志 ・江1長目 隆 之

Fig.3-A　 Photograph　 of　 a　Hanazono　 alkli　 feldspar(001)section　 directly　 printed　 on　 a　paper　 using　 a

　 　 　 　 photographic　 tool.　 Macroscopically(with　 the　 naked　 eye)non-colored　 and　 trnsparent　 part

　 　 　 　 (T)is　 black,　 and　 pinkish　 and　 opaque(P)part　 is　white　 on　 this　 photograph.　 The　 abbrevia-

　 　 　 　 tions,　 T　 and　 P,　are　 common　 to　 Fig.3-A　 and　 Fig.4

く分布 してい る。 この花 こう岩体 につ いて は、

竹本(1975)・ 山 川(1993)が 野 外調査 を行 っ

た。 ここで は、竹本 の結果 に もとづ き(吉 田ほ

か、1991)花 こ う岩岩相 マ ップ と花園 ペ グマ タ

イ トの場所 を示 した(Fig.2)。

　 野洲 花 こ う岩体 には、脈状～ レンズ状 の晶洞

性 ペ グマ タイ トが多産 す る。野 洲花 こう岩体 の

南部 に当 る十二坊 山一帯 に は、細 ～中粒 花 こう

岩が分布 してい る。 甲西町岩根 の花 園ペ グマ タ

イ トは、 中粒 含 角閃 石黒 雲母 花 こ う岩(～ 粗

粒)中 の レンズ状 ペ グマ タイ トで ある。 この場

所 は、か って、採石場で あ った。今回の試料 は、

イズ(長 径10セ ンチ大)

るQ

の アルカ リ長石で あ

アルカ リ長石の肉眼的特徴

　花園ペグマタイ ト中アルカ リ長石は、肉眼的

に、無色透明な部分 と桃色不透明な部分か ら

なっている。ただし、全体 としては、桃色不透

明な部分が卓越 しており、やや色の白い部分を

伴って無色透明な部分が桃色不透明な部分中に

不規則に点在 している。不定形に見える無色透

明な部分のサイズは、数 ミリか ら数センチにわ

たる。今回、観察したのは、桃色不透明な部分

に ミリサイズ以下の無色透明な部分が混在 して

いる試料である。顕微鏡薄片にする前のやや厚

い段階での肉眼的特徴が、Fig.3(A,　 B)に 示

されている。 この写真は、やや厚あの薄片を写

真焼 き付けの要領でフィルムの代わりに直接印

画紙に焼き付けたものである。無色透明な部分

の部分 は特徴が ない(微 細組織が ない)こ とが

わか る。一方、桃色不透明な部分 は、 あまり光

を通 さない結果 白っぼ く見 えて いる。 この部分

には、 パーサイ ト様 の模様 が見 え る。

アルカリ長石の顕微鏡的特徴

　偏 光 顕 微 鏡 で1セ ンチ ×2セ ンチ程 度 の

(001)・(010)定 方 位 アルカ リ長 石薄片 を観 察
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Fig.3-B　 Photograph　 of　a　Hanazono　 alkali　 feldspar(OlO)section　 by　 the　 same　 method　 for　 Fig.3-A.

す る と、肉 眼 で は識 別 で きなか った ミク ロ ン

オー ダーで、以下 に述 べるよ うな特徴 を もつ無

色透 明な部分 と桃色不透 明な部分 とが きわめて

複雑 に混在 してい ることが わか る(Fig.4)。

1)無 色透明部分

　単ニコルの場合 は、肉眼的に無色透明な部分

が、無色でク リアーに見える(Fig.4)。

　複ニコルの場合では、鏡下で特徴がなく均質

に見える部分 と、非常に細かいブレイ ド状のク

リプ トパーサイ トが観察される部分 とがある。

一般に
、前者は肉眼的に桃色不透明な部分か ら

離れた場所、後者はそれに近い場所に存在する

よ うである。 なお、Tatekawa　 and　 Kanazaki

(1969)は 、 無 色 透 明 部 分 いわ ゆ る ム ー ンス

トー ンの部分 として観察 した鏡下で もや もや と

見 え る ブ レイ ド状 のパ ーサ イ トを、 マ イク ロ

パーサイ トと している。 この呼称 は、 ある意味

で中野(1992)の 見 解 に合致す る。 しか し、後

で述 べるよ うに、 その幅 は最大 で数 ミクロン ・

細か い ものは1ミ クロン以下 であ りしか も直線

的 な ラメ ラ状 の もの もあ り、次 に述べ るマイク

ロパ ーサイ トとは明 らかにサイズ ・形状 が異な

るので、 ここでは ク リプ トパーサイ トとして扱

うことにす る。
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Fig.4　 Jointed　 microphotograph　 of　part　 of　 a　thin　 section　 with　 one　 nicol.　 Macroscopically　 non-colored

　 　 　 and　 transparent　 part　 is　white,　 and　 pinkish　 and　 opaque　 part　 is　black.　 The　 area　 of　this　 figure　 is

　 　 　 nearly　 the　 same　 as　 that　 of　Fig.5,　 Scale　 is　referred　 in　Fig.5.

2)桃 色 不透明 な部分

　単 ニ コルの場合 は、肉眼的 に桃色不透明 な部

分が全体 と して暗 く濁 って見え る(Fig.4)。

　 複 ニ コルで は、全体 と して、 マイクロパ ーサ

イ トの部 分で あることが わか る。Ab相 は、 脈

状で ある。脈 は、 かな り不規則 に伸 びて いるよ

うに見え る。

アルカリ長石の化学組成

　滋賀 大学教 育学部 設置 の波長 分散型EPMA

(JEOL　 JXA　 8800　M)を 使 用 して化学組 成の分

析 を行 うとともに、次章で述べ る組織観 察お よ

び元素 マ ッピングを行 った。化学組成の決定 ・

組織観察 ・元素 マ ッピングの方法 ・条件 は、中

野(1994a,　 b)・Nakano(1997)。Nakano　 et
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al.(1997)と 同 じであ る。

　肉眼的 に無色透 明 に見え鏡下 で均質 に見え る

部 分 あ るい は ク リプ トパ ーサ イ トの部分 を、

EPMAビ ー ム径 を50ミ クロ ンに して約60点

分 析 した結 果、平 均組 成 と してOr66Ab33Ano.6

が得 られた。 なお、鏡下で均質 に見 える部分 も

ブレイ ド状 ク リプ トパ ーサイ トの部分 も、平均

組成 は同 じで ある。

　 また、 ビーム径 を5ミ クロ ンに して、肉眼的

に桃色不 透明 に見 え鏡下で マイクロパ ーサイ ト

のOr相 とAb相 の 化 学 組成 を求 め た。　Or相

について はOrglAbg前 後 の値 が、　 Ab相 につい

て はAbgoAn8 .50rL5～Ab96An30ri程 度 の値 が

得 られた。

EPMAに よる組織解析

1)反 射電子線像観察 ・二次電子線像観察

　顕微鏡観察を行った薄片について、反射電子

線像観察 ・二次電子線像観察を行 った。大領域

の反射電子線像写真では、顕微鏡で観察 した無

色透明な部分 と桃色不透明な部分の微細組織の

違いがより明瞭に細かくわかる　(Fig,5)。 こ

の図か ら、花園アルカ リ長石が、クリプ トパー

サイ トにおける組成変化を無視するとして(既

に述べたように平均組成 は均質な部分 とほぼ同

じ)、灰色の色調の部分(無 色透明部分に対応)、

黒い部分 と白い部分(そ れぞれ桃色不透明部分

のマイクロパーサイ トを構成 しているAb相 と

Or相 に対応)の 合計3相 からなっているのが

明瞭である。 これが、顕微鏡オーダーの3相 に

対応 している。なお、二次電子線像では、マイ

クロボアや各種の割れ目が観察された。

一無色透明部分一

　 ブレイ ド状のクリプ トパーサイ トの発達が、

顕著である。 この特徴は、(001)面 の薄片にお

いて観察される(Fig.6)。2方 向のラメラの

うち、1方 向のものが明瞭である場合があるの

で、ブレイ ド状ではな く単なるラメラ状クリプ

トパーサイ トに見える場合がある。特に、脈状

マイクロパーサイ ト部分のAb相 を包むように

存在するOr相 との境界部分で、明瞭に観察 さ

れる。ブ レイ ドを構成する二つのうメラの幅は、

最大で数 ミクロン、一般には1ミ クロン前後、

中にはEPMAの 分解能付近の非常には微細な

ものも存在す る。EPMAの 分解能以下(数 百

ナノメーター以下)の ものも、存在す るであろ

う。ラメラの方 向 は、代表的 な方位 と して、

(110)・(110)が 推定されるが、 場所によって

かなりの変化があり、また湾曲したり屈曲した

りしているのが目立っ。

　無色透明部分において、EPMA反 射電子線

像で も、微細組織の観察されないいわゆるクリ

ア ー で 特 徴 の な い(Parsons　 and　Brown,

1984)均 質に見える部分が観察される。 この部

分には、上で述べたように分解能以下のブレイ

ド状ク リプ トパーサイ トが存在する可能性 もあ

るが、おそらく一般にはラメラ状クリプトパー

サイ トが存在するものと考え られる(立 川、

1979、1985)。 こ の ラ メ ラの 方 位 は、立 川

(1979)の 観察結果によれば、通常の(601)近

傍のものと推定される。

　なお、二次電子線像での観察により、この無

色透明な部分にはマイクロボアが非常にす くな

いことが確認される。

一桃色不透明部分一

　偏光顕微鏡で確認された脈状マイクロパーサ

イ トの形状が詳細に観察できるのがEPMA反

射電子線像の特徴である。観察の結果、次のよ

うな脈状マイクロパーサイ ト特徴が明 らかに

なった。

　脈の幅は、10ミ クロン程度か ら100ミ クロ

ン程度にわたる。ただし、一つの脈は、界面の

不規則さを別にして、全体ではレンズ状である

ので、場所によって幅が異なる。言い換えれば、

薄片の切断面によって、それぞれの脈は異なっ

た幅のものとして観察されるはずのものである。

しか し、多 くは、最大幅数十 ミクロンか ら70

～80ミ クロンのものである。

　脈の長さは、相対的には、脈の最大幅に対応

して変化 し、50ミ クロン程度のものから数 ミ

リに及ぶ ものまである。すなわち、最大幅10

ミクロン ・長さ50ミ クロン程度のものから最

大幅100ミ クロン・長さ数 ミリの ものまで、脈

のサイズが変化するが、最大幅数十 ミクロン・

長さ数百 ミクロンの脈が顕著に観察される。脈

は、大局的にはほぼ同一方向に伸びているが、

個々の脈には方位のずれ(湾 曲や屈曲等)が あ
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Fig.6　 Back-sacattered　 electron　 image　 obtained　 by　 the　 same　 scanning　 method　 as　 X-ray　 mapping ,

　 　 　 　Braid　 cryptoperthites　 are　 developed　 adjaccnly　 to　microperthitic　 part.
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Fig.8 X-ray　 mapping　 of　K,　 Na　 and　 Ca,　 and　 back-scattered　 electron　 image　 for　 part　 of　 an　 Ab　 vein.

Hetrogeneous　 distribution　 of　 Ca　 in　 the　 vein　 and　 many　 micropores　 in　 the　 surrounding

Or-rich　 phase　 are　 characteristic.　 Micropores　 were　 also　 observed　 in　 the　 Ab　 vein　 although

they　 can　 not　 be　 seen　 on　 this　 electron　 image(CP) .

Fig,9-A X-ray　 mapping　 of　 K　 for　 the　 area　 of　 Fig.3-B.(OlO)section.　 Joints　 arc　 observed　 in

Ab-rich　 veins.
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る。 また、Or相 との界面 はなあ らかで はな く

かな りラフで あるので、全体 と して はか な り不

規則 な脈 に見え る。

　以上 のAb脈 の形状 は、 基本的 に(001)面

と　 (OlO)面 の両方 の定方位薄片 に共通で ある

ので、Ab脈 は、 立体的 にラフな界面 を もつが

全体 と して は板状 ない し層状 の レンズ形 の もの

と推定 す る ことがで きる。伸 びの方向 は、 ほぼ

(601)で あ ると推定 され る。

　二 次 電子 線 像 の観察 に よ り、 このマ イ ク ロ

パーサ イ トの部分 には、相対的 にマイクロポア

が多い ことが確認 で きる。 このマイ クロボアの

存 在 は、偏光顕微鏡 で暗 く濁 って見 え る特徴 と

調 和的であ る　 (Smith　 and　 Brown,1988,;

Brown　 and　 Parsons,1994)。 マ イ クロボアの

サ イズは、数 ミクロン程度 の ものが多 い(1～

10ミ ク ロン)o

に 注 目す るとその組 織的パ ター ンが見えて くる。

す なわ ち、花園 アルカ リ長石のマ イ1クロパ ーサ

イ トAb相 にお いて も、　Nakano(1997)が 記

載 した もの に類似 の複雑 なCa分 布パ ター ンが

認 め られ る(Fig.8)。

一(010)面 マ ツピングー

　 (010)面 にお ける無色透明 な部分 と桃色不透

明 な部分 の混在す る大領域(3ミ リ×3ミ リ)

に対 してのK-Na-Caの 元 素 マ ッ・ビングの結果

を、Fig.9(A,　 B,　c)に 示 す。(001)面 に つ

いて述べ た特徴 が、 同 じよ うに認 め られ る。 た

だ し、 やや異 な る特徴 も存在す る。 その一例 は、

マイク ロパーサイ ト部分 の脈 状Ab相 の部分 に、

脈 の伸長方 向を横切 る　(001)　 トレースの方向

に 伸 び た"節"の よ うな 箇 所(joint)こ の
"節"は

、 幅最大約200ミ ク ロンに達す る。 こ

の特徴 は、(001)面 で はは っきりしない。

2)元 素 マ ッピング

　 無色透明 な部分 と桃色不透 明な部分 の関係 に

注 目 して、大領 域の元素 マ ッピングを行 ったの

で、そ の一例 を(001)面 と(OlO)面 の それぞ

れ につ いて示 す。

一(001)面 マ ツピングー

　 無色透明 な部分 と桃 色不透 明な部分の混在 す

る大領域(3ミ リ×3ミ リ)に 対 してのK-Na

-Caの 元素 マ ッピングの結果 を
、　 Fig.7　 (A,

B,C)に 示 す。 既 に述べたよ うな組織的特徴が、

それぞれの マ ップにお いて明瞭に確 認で きる。

K(Fig.7-A)とNa(Fig.7-B)は 、 マイク

ロパ ーサイ ト領域 にお いて逆 の分 布パ ターンを

示 して いるが、全体 と して は本質的 に同 じ組織

的特徴 を表 わ して いる。 ここで注 目すべ き特徴

は、Ab脈 一 つ をOr相 が囲 んで い る最 小 の マ

イクロパーサ イ ト領域か ら、脈二つ、脈三つ と

い ったサイ ズを経 て、脈 をた くさん含 む幅 ・長

さ ともに数 ミリ以上 に及ぶ大 きな領域 まで の変

化 の系列 が認識 で きる ことであ る。

　 また、Ca(Fig.7℃)は 、 大局的 にはNa

と同 じ分布 パ ター ンを示 して い るが、細 かい点

で は異 なる。 それ は、Ab脈 部分 での不均質 な

Ca分 布 パ タ ー ン で あ る。 こ の 特 徴 は、

Nakano(1997)が 述 べ たように、 本質 的に は

Ab相 で の組 成 変化 の 問題 で あ るが、　Caだ け

討 論

　 "は じめ に"で 触 れた アルカ リ長石 の冷却史

についての閃長岩 モデルは、次 のよ うな もので

あ る。 マ グマか ら晶出 したアルカ リ長 石 は、 サ

ブソ リダスの冷却過 程で ク リプ トパ ーサイ トに

な る。 この ク リプ トパーサイ トが、熱 水作 用の

影響で マイクロパ ーサ イ トに変化 す る。 この際、

固体拡散 だ けでな く、溶解一再 沈殿 の過 程が働

く(Woldron　 et　al.,1993)。 こ の過程 による体

積 減少 の結果 と して、adulariaハ ビ ッ トを持

つ マイクロポアがで きるので、マ イクロパ ーサ

イ トの 部 分 は 顕 微 鏡 下 で 濁 っ て 見 え る

(Worden　 et　al.,1990)。 一 方、以上 の選択的 な

熱水 によるパ ーサ イ トの粗大化を免れ たク リプ

トパ ーサイ トの部分 は、 マイクロボアが ないの

で鏡下で ク リアーに見え る。 したが って、顕微

鏡 オーダーで は、閃長岩 アルカ リ長石 は、 ク リ

アーな部分(初 生 的な長石相一Ab相 とOr相 の

中間組成相)と マイ クロパーサイ トを構成 す る

Ab相 とOr相 の 合計3相 か らな る。 このモ デ

ルは グリー ンラン ド・クロ ッケ ン閃 長岩体 アル

カ リ長石 の研究 か ら生 まれてきた もの(ク ロ ッ

ケ ンモデル)で ある(Parsons,1978;Parsons

and　 Brown,1984;Smith　 and　 Brown,1988;

Brown　 and　 Parsons,1994)が 、 主要 な特 徴 は
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日本産 の閃長岩 アル カ リ長石 で も共通 に認 あ ら

れ る(Nakano　 et　al.,1997;Nakano,　 in　sub-

mission)。 な お、閃 長 岩 ア ル カ リ長石 は、一

般 に、花 こう岩 アル カ リ長石 よ りAb成 分 に富

んでお り(Or3的o)、 ま た、　Caに 富 む場合 が多

い(～An4　 mol%)。

　 顕微 鏡オー ダーで閃長岩 アルカ リ長石類 の3

相 組織を示 して いる花園花 こう岩 ペ グマ タイ ト

アルカ リ長 石 は、 どのよ うな冷却史 をた どった

のであろ うか。化学組 成がず っとOr成 分 に富

みAn成 分 に乏 しい花園 アル カ リ長石 にも、 ク

ロ ッケ ンモデ ルが適用 で きるのであろ うか。 こ

れ にた い して は、現時点 では、基本 的な微細組

織 の類似性か らのみであ るが、花 園アルカ リ長

石 にもとりあえず ク ロッケ ンモデルが適 用で き

る言え よう。す なわち、野洲 花 こう岩 マ グマか

ら、ペ グマ タイ ト期 にOr66Ab33An。,6程 度 のア

ルカ リ長石 巨晶 が生 じた。 その後 の冷却過程で、

この アル カ リ長石中 には、電子顕微鏡 オー ダー

の ク リプ トパ ーサ イ トが生 じた。熱 水段 階 に

至 って、水 の触媒作用 で選択 的に ク リプ トパー

サイ トの粗大化 とマイ クロボアの形成が行われ、

アルカ リ長石 は大部分 が桃色 不透 明なマイ クロ

パ ーサ イ トに変化 した。 熱水 の影響を免れた部

分が無色透明 ないわゆ るムー ンス トーンの部分

で あり、 より初生 的な ものであ る。以上が、 ク

ロ ッケ ンモ デルによ る花 園アル カ リ長石の冷却

シナ リオで ある。 しか し、よ り具体的 な冷却過

程 につ いて は現 在 の ところ不 明で あ る。 した

が って、 た とえ ば今 回述べ たCa分 布 パ ター ン

の意味づ け等 によ る今後 の詳細 な検討、言 い換

えれば、 クロ ッケ ンモデルの検証 と深化が必要

とされてい る(Nakano　 et　al.,1997;Nakano,

in　submission)
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　　滋賀県甲西町の花園ペグマタイト中の桃色アルカリ長石を、肉眼で観察すると、数 ミリから1セ ン

チ程度の不定形の無色透明部分が散在しているように見える。肉眼的に無色透明な部分は、鏡下ではク

リアーであり、 ブレイド状クリプトパーサイ トないしは微細組織の識別できない均質な部分に見える。

桃色不透明な部分は、鏡下では濁ってお り、脈状のマイクロパーサイ トである。顕微鏡観察により、 こ

れら二つの部分が ミクロンサイズで も複雑に混在 していることが明 らかになった。また、EPMA組 織

観察により、脈状マイクロパーサイ トのサイズ ・形状 ・方位やブレイ ド状 クリプトパーサイトの方位な

どが明 らかになった。なお、濁って見える脈状マイクロパーサイトの部分にはマイクロボアが多く、ク

リアーな部分には非常に少ないことが確認された。花園アルカリ長石のこのような特徴は、大局的には、

グリーンランド・クロッケン閃長岩体のアルカリ長石の示す特徴に似ている。 したがって、深成岩中ア

ルカリ長石の冷却史 として現在広あられているクロッケンモデルが、化学組成の異なる花園アルカ リ長

石(Or66AbおAn。.6)に たいしても概略適用できるものと考え られる。 しかし、 今回明 らかになったマ

イクロパーサイ トのAb脈 におけるきわめて不均質なCaの 分布パターンは、クロッケンモデルでは考

慮されておらず、より詳 しいシナリオが必要となっている。


